
豊かな生活の実現

１年 現代社会
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今日の目標
①自分自身の日常生活を見直し，
コロナ禍における「新しい生活様
式」をSDGsの視点から考える。

②様々な社会問題の解決の糸口が日々
の学びや自分たちの行動にあること
を知る。



WORK１
新型コロナウィルス感染症が
社会に与えた影響や
私たちの生活にもたらした変化とは？



WORK２
これまでの自分の生活のあり方を見直し，
SDGsの目標達成につなげられるような，
コロナ禍における「新しい生活習慣」や行動
様式を考えよう！

生活
食 環境

家庭
教育 労働



今⽇の活動

①班ごとに異なるテーマ（課題）を出題。

②まとめ方のテンプレートに沿って
これまでの学習内容や資料を活用して
自分の考えをまとめる。 いろんな

アイデアを
出そう！
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例題
コロナ禍における「stay home」により
外食が減りテイクアウトが増えた。

外食産業は事業継続の道が生まれたが、
プラスチックゴミが増加した。

何か有効な対策を講じることはできない
だろうか！？



①課題に対する補足(資料、データなど）
・緊急事態宣言下における４～５月、外出自粛やステイホームの呼びかけにより、
飲食店の予約・来店件数は前年度比約９０％減と大きく落ち込んだ。

・やむなく閉店する店舗もある中，
事業継続のためにテイクアウトを展開する飲食店が増えた。

・テイクアウトの増加により、
食事を持ち帰るためのプラスチック容器の需要が増え、
プラスチックゴミが増加した。

・しかし，プラスチックゴミ削減は地球規模で取り組むべき大きな課題である。

・一方、Uber Eatsなどのフードデリバリーサービスは前年度比約１９０％増
と大きな成長を見せた。

データ出典：株式会社Table Check HP



②自分や家族、友人など現在の生活の問題点
・お弁当を買ったり、テイクアウトで商品を買って帰る際に
その容器がプラスチックゴミとしての廃棄物になることに対する意識がない。

・「好きなもの」を「好きなだけ」注文し、食べきれなかったものは捨てている。

・多くの廃棄物を出すことで環境に負荷を与え，
その処理にかかるエネルギーも浪費している！

・フードロスを大量に発生させてしまっている！



③解決策や改善に向けたアイデア
・プラスチック容器を減らすために，
テイクアウト商品を注文する際にはMy Dishを持参し，

「これに入れてください」とお願いする！
デリバリーの場合は繰り返し利用できる容器を利用。

・注文の際には，「ご飯少なめで」などと注文して
フードロスを出さないようにする！

＋１！ 「オーダーメイド型フードサービス」は浸透しないか⁉
・消費者は「食べたいものを食べられる量だけ」注文することができる
・スマホアプリで注文すれば、
待ち時間なく受け取りでき，密を回避できる。



④SDGsにどうつながるか

・プラスチック廃棄物の削減

・フードロスの削減

SDGsへの取り組みを行なっている
お店や企業の商品を「選ぶ」ように

意識が変化し「かしこい消費者」になれる！



今⽇の活動

①班ごとに異なるテーマ（課題）を出題。
②まとめ方のテンプレートに沿って
これまでの学習内容や資料を活用して
自分の考えをまとめる。
③グループで話し合い，意見をまとめる。
④発表 → 制限時間：各班５分

（質疑応答含）



①参考にした資料の出典を明らかにする。
ただし、写真等はプレゼンデータには使用し
ないこと。

②自分たちの考えた新しい生活習慣や行動様式
が，SDGsのどの目標の実現に向かうもので
あるかを明確にし，発表の際にはホワイト
ボードにアイコンマグネットを貼って示す。

プレゼンデータ作成時の注意点



社会の問題に気づいたり解決策を考える
ヒントは学校での学びにある！

まとめ

いろんな教科での学びを結びつけて活用し
豊かな未来を自分たちの行動から作っていこう！

家庭科より 公民科より



アメリカでは、他の人種よりも黒人の新型コ
ロナウィルス感染率が高いとされている。

その原因の一つとして、「在宅勤務できない
職種やブルーワーカーと呼ばれる職種への黒
人の就業割合が高いこと」が挙げられる。

人種差別・貧困の解決に向けて何ができる
だろうか！？

追加課題


